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問　

空
調
整
備
済
み
の
自
治
体

と
教
育
活
動
に
差
が
生
じ
る
こ

と
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
は
。

答　

そ
の
差
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
事
情
に
よ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

問　

近
年
の
急
激
な
気
温
上
昇

を
踏
ま
え
空
調
整
備
の
方
針
を

見
直
す
考
え
は
。

答　

特
別
教
室
か
ら
実
施
し
、

そ
の
後
屋
内
運
動
場
へ
と
い
う

方
針
に
変
更
は
な
い
。

学
童
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

問　

今
後
の
学
童
施
設
の
方
向

性
は
。

答　

既
存
施
設
を
活
用
し
た
活

動
場
所
を
検
討
し
て
お
り
、
小

学
校
内
で
学
童
運
営
を
行
っ
て

い
る
事
例
を
研
究
し
て
い
る
。

問　

来
年
度
の
方
針
は
い
つ
示

さ
れ
る
か
。

答　

現
在
研
究
中
の
た
め
方
針

が
決
ま
り
次
第
案
内
す
る
。

こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
の

回
収
に
つ
い
て

問　

回
収
率
と
誤
使
用
件
数
は
。

答　

回
収
率
は
約
７
割
、
誤
使

用
は
な
し
。

問　

効
率
化
と
経
費
削
減
の
た

め
封
書
で
の
案
内
を
ハ
ガ
キ
や

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
変
え
、
回
収

不
要
に
で
き
な
い
か
。

答　

県
の
指
針
に
基
づ
き
回
収

は
必
要
だ
が
、
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

※
「
民
間
と
の
包
括
連
携
協
定

に
つ
い
て
」
も
質
問
し
た
。

教
育
長　
特
別
教
室
へ
の
設
置
を
優
先
す
る
た
め
、
屋
内
運

動
場
へ
の
早
期
設
置
は
考
え
て
い
な
い

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か

神　
山　
由　
絵

問　

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
、

農
地
の
売
買
や
賃
借
で
必
須
と

な
っ
て
い
た
下
限
面
積
要
件
が
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
廃
止
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
小
規
模
な
新

規
就
農
者
が
農
地
の
取
得
や
賃

借
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
振
興

地
域
の
う
ち
農
用
地
区
域
（
青

地
）
の
賃
借
は
、
原
則
と
し
て

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
農
地

転
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
町

内
の
農
用
地
区
域
に
お
け
る
遊

休
農
地
の
割
合
及
び
こ
の
内
荒

廃
農
地
の
割
合
は
。

答　

町
全
体
の
農
用
地
区
域
に

お
け
る
農
地
面
積
は
約
１
９
６

ha
。
１
９
６
ha
あ
る
農
用
地
区

域
に
お
け
る
農
地
の
内
遊
休
農

地
の
割
合
は
約
11
％(

21
ha)

で

あ
り
、
こ
の
内
約
41
％(

９
ha)

が
、
農
地
と
し
て
再
生
困
難
な

農
地
（
荒
廃
農
地
）
に
な
る
。

問　

農
用
地
区
域
に
お
け
る
遊

休
農
地
の
再
生
は
必
要
な
こ
と

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

農
用
地
区
域
は
、
農
業
生

産
の
基
盤
で
あ
り
、
荒
廃
農
地

の
増
加
は
、
農
業
の
衰
退
に
直

面
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
保

全
と
い
っ
た
多
面
的
機
能
の
低

下
や
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の

拡
大
に
つ
な
が
る
。
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
と
再
生
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　

町
主
催
の
統
一
防
災
訓
練

を
変
更
し
て
の
結
果
等
は
。

答　

訓
練
日
程
の
周
知
が
遅
れ

た
事
に
よ
り
、
各
行
政
区
で
の

道
路
清
掃
等
と
重
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
今
後
は
、
行
政
区
と

調
整
・
情
報
共
有
等
を
図
り
訓

練
に
参
加
さ
れ
る
方
の
負
担
軽

減
に
努
め
る
。

問　

行
政
区
・
自
主
防
災
組
織

未
加
入
者
の
安
否
確
認
は
。

答　

未
加
入
者
へ
の
対
応
も
地

域
防
災
上
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
た
め
、
全
て
の
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
こ
と
が
行
政
の

責
務
で
あ
る
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
変
更

点
等
が
生
じ
た
際
の
町
民
へ
の

周
知
方
法
は
。

答　

防
災
気
象
情
報
の
変
更
運

用
は
、
本
年
５
月
中
に
な
さ
れ

た
も
の
で
、
今
後
の
広
報
に
掲

載
す
る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
全
戸
配
布
で
防
災
気

象
情
報
の
変
更
は
周
知
し
た
い
。

問　

強
靭
化
構
築
の
検
討
は
。

答　

地
域
全
体
で
災
害
に
備
え

る
体
制
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
。

町
で
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核

を
担
う
自
主
防
災
組
織
へ
引
き

続
き
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

地
域
防
災
体
制
の
構
築
に
向
け
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
大
規
模

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
努

め
る
。

※
「
令
和
８
年
５
月
の
大
野
地

内
の
建
物
火
災
等
に
つ
い
て
」

も
質
問
を
し
た
。

町
長　
全
て
の
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
が
行
政
の

責
務
で
あ
る

地
域
防
災
力
（
防
災
・
減
災
）
等
の
取

組
み
向
上
に
つ
い
て

畑　
　
　
　
　
豊

町
長　
農
用
地
区
域
の
活
用
と
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
く

農
用
地
区
域
（
青
地
）
の
活
用
を

小  

野  

田    

直  

幸

問　

ト
イ
レ
設
置
の
課
題
は
。

答　

衛
生
面
や
必
要
と
し
て
い

る
児
童
生
徒
以
外
に
よ
る
持
ち

去
り
を
懸
念
し
て
い
る
。

問　

児
童
生
徒
の
困
り
ご
と
に

即
対
応
が
で
き
、
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
れ
る
環
境
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

答　

保
健
室
で
養
護
教
諭
が
対

面
で
配
布
す
る
こ
と
で
、
児
童

生
徒
の
心
身
の
健
康
状
態
や
家

庭
状
況
の
把
握
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

問　

設
置
場
所
ま
た
は
生
理
用

品
に
、
こ
ど
も
に
寄
り
添
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る
こ
と
で
、

保
健
室
を
身
近
に
利
用
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
が
。

答　

各
学
校
に
情
報
提
供
し
て

い
く
。

こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
に
つ
い

て問　

本
法
の
制
度
概
要
は
。

答　

こ
ど
も
の
教
育
・
保
育
等

を
提
供
す
る
事
業
者
に
対
し
、

性
暴
力
等
の
防
止
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
も
の
。

問　

任
意
で
認
定
を
受
け
取
組

み
を
行
う
「
民
間
教
育
保
育
事

業
者
」
に
対
し
、
町
は
ど
の
よ

う
な
形
で
関
与
し
、
制
度
理
解

や
準
備
を
促
し
て
い
く
の
か
。

答　

監
督
は
こ
ど
も
家
庭
庁
だ

が
、
町
と
し
て
広
く
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

教
育
長　
保
健
室
で
の
配
布
を
主
と
し
て
考
え
て
い
る

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常

備
設
置
を

小　
島　
利　
枝
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